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イエスはご自身の再臨を予告された
イエスは、人々が信仰を失ってしまう時代に戻ってこられる

「人の子が来るとき、地上に信仰が見出されるだろうか？」
（ルカによる福音書 18 章 8 節）

こうした困難な時代において、私たちはしっかりと持ち続けなければならない

「⋯あなたがたが持っているものを、私が戻ってくるまでしっかりと持
ち続けなさい。」
(黙示録 2:25)

イエスは私たちに目を覚ましておくよう招いておられます

「だから、目を覚ましていなさい。あなたがたの主がいつ来るか、あなた
がたにはわからないから⋯⋯あなたがたも、準備をしておきなさい。人
の子は、あなたがたが思ってもいない時に来るからである。」

（
マタイによる福音書 24 章 42-44 節）
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使徒たちはしるしを求める
使徒たちはイエスに、再臨のしるしを尋ねた

「あなたの再臨と世の終わりのしるしは、どのようなものになるのでしょうか？」
（

マタイによる福音書 24 章 3 節）

パウロは、不義の人（反キリスト）がまず現れなければならないと明らかにしています

「預言の言葉に、安易に動揺してはいけません⋯⋯それによって、主の日がす
でに到来したかのように思わされてはなりません。その前に、背教が起こり、
不義の人、すなわち（キリストの）敵（反キリスト）が現れなければならない
⋯⋯」
（テサロニケの信徒への手紙二 2:1-7）

反キリストは、キリストの栄光に満ちた再臨によって滅ぼされる

「主は、御口の息によって彼を滅ぼし、御来臨の輝きによって彼を打ち砕かれ
る⋯⋯」
（テサロニケの信徒への手紙二 2 章 8 節）
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イエスの再臨はどのように起こるのか
イエスは

、
善意ある人々を解放するために

、
御霊によって再び来られます

「キリストは、多くの人の罪を取り除くために、ただ一度だけご自身をささげられた後、罪（肉）から離れて、待ち望む人々に二度目に現れ、彼らに救いを与えてくださる。」
（

ヘブライ人への手紙 9 章 28 節）

イエスは雲に乗って、すなわち人々の意識の中に再臨される

「そして、人の子が、力と大きな栄光を帯びて、天の雲に乗って来るのが見えるでしょう⋯⋯」
（

マタイによる福音書 24 章 30 節）

イエスは「泥棒」のように再臨される。その再臨を待ち望まなければならない

「さあ、あなたが御言葉をどのような心で受け入れたかを思い出しなさい。それを守り、悔い改めなさい。もし
あなたが目を覚ましていなければ、私は泥棒のようにやって来て、いつあなたを襲うか、あなたにはわからな
いだろう。」
（黙示録 3:3）
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「それを待ち望む人へ」
イエスはまず、愛と真理と正義を渇望する人々のところへ戻ってこられます。彼らはイエスを待ち望んでいます...... 多くの場合、自覚することなく

。

「⋯⋯時が来ます �� そして今まさにその時です �� 死者が神の御子の声を聞き、それを聞いた者は生きるようになるのです。」
（

ヨハネによる福音書 5 章 25 節）

黙示録は、獣を見抜き、それに抵抗する者たちに新たな命を与える

「汚れたもの、また忌まわしい行いや偽りにふける者は、その都（天のエルサレム）に入る
ことはできない。ただ、小羊のいのちの書に名が記されている者だけが、そこに入る⋯⋯」
(黙示録 21:27)

イエスは、彼らを反キリストから救うために
、

彼らに御自身を現される

「世はもはやわたしを見ることはない。しかし、あなたがたはわたしを見る⋯⋯わたしを愛
する者は、わたしの父に愛され、わたしもその人を愛し、その人にわたし自身を現す。」
(ヨハネによる福音書 14 章 19-21 節)
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「彼らに救いをもたらすために」
この救いとは

、
反キリストの支配下における普遍的な試練を乗り越えることにある

「不義の者である彼の到来は、サタンの影響によって特徴づけられるだろう⋯⋯真理の愛を受け入れなかったために滅びに定められた者たちに対して⋯⋯
それゆえ、神は彼らに、迷わせ、偽りを信じさせるような影響を送られるのである⋯⋯」
（テサロニケの信徒への手紙二 2:9-12）

救いは、この最後の試練においてキリストの支えによって得られる

「あなたが私の忍耐の戒めを守ったから、私もまた、全地に降りかかり、地上の住民を試す
試練の時から、あなたを守ってあげよう。」

（
黙示録 3:10）

イエスの証しを守る：獣とその帝国に「ノー」を

「すると、天が開き、見よ、白い馬が現れた。その馬に乗る者は『忠実』であり『真実』と呼
ばれ、正義をもって裁き、戦いを繰り広げる⋯天の軍勢が彼に従っていた⋯⋯」
（黙示録 19 章 11-14 節）
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イエスの再臨の理由
反キリスト、すなわち『ヨハネの黙示録』に登場する「獣」
の正体を暴くため、ヨハネは、「イエスがキリストであることを否定する」反キリストについて警告している
（『ヨハネの手紙一』2 章 22 節）
『ヨハネの黙示録』において、ヨハネはこの存在を「獣」と呼んでいます
（黙示録 13 章および 17 章）

1970 年 5 月 13 日、イエスはピエール 2 に現れ、この「獣」の正体を明らかにしました。この御出現は、イエスの再臨の幕開けとなります。
ピエールが予告した

「
普遍的な回復」を実現するために

「悔い改めなさい。そうすれば、主が安息の時をもたらしてくださるでしょう。そうすれば、主はあなたがたのために定められたメシア、すなわち、天が『全宇宙の回復』の時が来るま
で留めておかなければならないイエスを遣わしてくださるでしょう⋯⋯」
（使徒言行録 3:19-21）
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イエスの再臨の兆し
「かつていたが、今はいない（95 年）、そして深淵から再び現れる」という「獣」、すなわち反キリス
トの出現（黙示録 17 章 8 節）。「彼は、イエスがキリストであることを否定する」（1 ヨハネ 2:22）。
偽預言者の出現

「多くの偽預言者が現れ、多くの人々を惑わすだろう。」（マタイ 24:11）（獣とその帝国を
支持する者たちすべて）

戦争、国と国の争い、飢饉、地震

マタイ 24 章／マルコ 13 章／ルカによる福音書 21 章

裏切り

「多くの者がつまずく。裏切りや内輪の憎しみがあるからだ⋯⋯」（マタイによる福音書
24 章 10-13 節）

天のしるし

航空機、衛星、ミサイル

「女」（黙示録 12 章）の御出現：ラ・サレット、ファティマ、ルルド
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イエスはどのようにして再び来られるのでしょうか？
イエスは、『ヨハネの黙示録』の「開かれた小さな書物」を通して明らかにされた、その力強い御霊によって再び来られます

。

「御霊に満たされた者は、獣の数字を計算せよ。これは人の数である。その数は 666 である」（「御霊に満たされた」者だけが理解できる）
（黙示録 13 章 18 節）

イエスは、御体、御血、御霊、そして御神性によって、毎日私たちの家に戻ってこられます

「見よ、わたしは戸口に立って、たたいている。もしだれかがわたしの声を聞いて戸を開け
るなら、わたしは彼のもとに入り、彼と共に食事をし、彼もわたしと共に食事をする。」

（
黙示録 3:20）

最後に、イエスは、敵を懲らしめ、友を目覚めさせるために、劇的な出来事を通じて再び来られます
。

「ノアの日のように、人の子の到来もそうなるでしょう⋯⋯人々は食べたり飲んだりしてい
た⋯⋯そして、大洪水が来て彼らを皆さらい去るまで、人々は何も気づかなかった。人の子
の到来も、それと同じようになる。」
(マタイによる福音書 24 章 37-39 節)
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まとめ：なぜイエスは再び来られるのか？

イエスは、世界を「獣」とその帝国から解放し、新し
い時代を切り開くために再び来られる：

「すると、私は、獣が、地上の王たちとその軍
勢と共に集まり、騎手とその軍勢と戦おうと
しているのを見た。しかし、獣は偽預言者と
共に捕らえられた⋯⋯二人は生きたまま、燃
え盛る火と硫黄の池に投げ込まれた。」
（黙示録 19:19-20）

「それから、私は新しい天と新しい地を見た。」
（黙示録 21:1）
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詳しくは
“イエスの再臨”
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